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【目的】骨盤骨折は重症合併損傷を伴い、出血性
ショックなどの致死的状態に至ることが多い。そのよ
うな症例に我々はまず動脈塞栓術（以下TAE）を施
行している。今回、TAE施行例における骨盤骨折の予
後について検討した。
【対象】2㎜年から2005年までに当院救命センター
に搬送された骨盤骨折を合併していた168例のうち、
病着時心肺停止状態の38例およびCPR中に死亡し
た5例を除く125例である。男性68例、女性57例。平
均年齢4L8歳。骨折型はAO分類、　A2：47例、　A3：3
イ列、　BI：34　／列、　B2：7f列、　B3：3イ列、　Cl：17修デ旺、　C2＝
14例であった。TAE施行例は43例であった。
【方法・結果】　TAE施行群（以下A群）と非施行群
（以下B群）に分i類し、A群の退室時生存群をA！群。B
群の退室時生存群をB群と分類した。これらの群で
生存率、救命センター入室期間、Shock　Index（以下
SI）、　Inj　ury　Severity　Score（以下ISS）を比較検討した。
生存率はA群25例（58．1％）、B群69例（85．2％）と
TAE施行群で生命予後は不良であった。入室期間は
A群B寝間において、A■群B〆群問においてともに有
意差を認めなかった。SIはAB群間では明らかな有意
差は認めなかったが、A’群はB’群より有意に高値で
あった。重症多発外傷を表すISSはA群がB群より、
またAノ群がB1群より有意に高値であった。
【結語】TAE施行群は重症多発外傷が多く生命予後
も不良であったが、救命しえた症例では入室期間に差
を認めなかった。これはTAEにより出血が抑制でき、
その後の経過が良好であったと考えられる。TAEを
施行し救命することが可能であれば、その予後の改善
に有効であると考えられた。
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【目的】超高分子量ポリエチレン（以下UHMWPE）
は人工関節摺動面の主流となっており、これまでに
様々な研究が行われてきた。UHMWPEは、生体内で
使用すると摩耗、酸化などを引き起こす事がすでに知
られており、これらの現象を分析することはlongevity
を追究する点で非常に重要である。今回我々は、非破
壊かつ微小領域の解析に最適な顕微ラマン分光分析
法を用い、UHMWPEの最表層部から表層下における
酸化劣化の評価を得られたので報告する。
【方法】revisionを施行した際に得られた2例2cup
を対象とし、γ線照射量は共に33kGyである。これら
のコンポーネントについて、顕微ラマン分析を行っ
た。励起源に488nmAr＋を用い、レーザー出力70　mW、
中心波長1，300cm一1、レーザースポット径1μm、積算
回数20秒3回にて測定した。得られたラマンスペク
トルより結晶分率、非結晶分率、酸化度を求めた。【結
果】UHMWPEの表面部に比べて内部（50μm付
近）の結晶分率及び酸化度は、いずれのコンポーネン
トにおいても増加しており、特に長期使用例および
wear　zoneにおいて著明であった。逆に非結晶分率は
すべてのコンポーネントで減少しており、特に長期使
用例において著明であった。
【考察】酸化度と結晶分率は正の相関、非結晶分率は
負の相関を示すことより、酸化は非結晶層で起こり易
く、結晶層では起こりにくいと考えられる。またこれ
までの研究では、断面からでしか表層下の測定はでき
なかったが、今回の非破壊による最表層部から表層下
における測定では表面部と比し内部の酸化は10μm
レベルからすでに起こしてきていると考えられた。
【結論】抜去されたUHMWPEコンポーネントをラ
マン分光分析により酸化劣化、変性の程度を評価でき
た。将来的には、臨床的に抜去することなく劣化等の
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